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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェアラブルデバイスであって、
　互いにある距離を空けて位置する２又はそれ以上のマイクロフォンを具えるマイクロフ
ォンアレイであって、それぞれの前記マイクロフォンが、電気信号に音響信号を変換する
よう構成された、マイクロフォンアレイと、
　第１の到来方向を有する音響信号に対応する第１の方向特定音声信号に、１又はそれ以
上の前記マイクロフォンにより出力された電気信号を変換するよう構成された指向性音声
ストリーム発生器（ＤＡＳＧ）と、
　前記ウェアラブルデバイスの正面に向けられた視野を有する光センサ及び前記光センサ
により取得した光情報を処理する光情報処理回路を具える光学追跡システム（ＯＴＳ）で
あって、前記ＯＴＳが、（ａ）前記センサの視野内で音源の少なくとも１の光学的に検出
可能な態様を識別し、（ｂ）前記音源の相対的方向を推定し、（ｃ）前記ＤＡＳＧによっ
て使用される少なくとも１の方向パラメータを発生して、前記第１の方向特定音声信号を
発生するよう構成された、光学追跡システムと、
を具えることを特徴とするウェアラブルデバイス。
【請求項２】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧが音響ビーム形成回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項３】
　請求項２に記載のデバイスにおいて、
　前記音響ビーム形成回路がアナログであることを特徴とするデバイス。
【請求項４】
　請求項２に記載のデバイスにおいて、
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　前記ＤＡＳＧが少なくとも１のアナログデジタル変換器を有しており、前記音響ビーム
形成回路がデジタルであることを特徴とするデバイス。
【請求項５】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記マイクロフォンの少なくともいくつかが指向性であり、前記ＤＡＳＧがマイクロフ
ォン選択回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項６】
　請求項５に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧが少なくとも１のアナログデジタル変換器及びデジタル信号組み合わせ回
路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項７】
　請求項６に記載のデバイスにおいて、
　前記デジタル電気信号組み合わせ回路がビーム形成機能を有することを特徴とするデバ
イス。
【請求項８】
　請求項７に記載のデバイスにおいて、
　前記電気信号組み合わせ回路が背景雑音除去処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項９】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが少なくとも１の前方監視カメラを有しており、
　前記光処理回路が態様識別処理を有して、前記デバイスの正面に存在する物体又は人間
の１又はそれ以上の態様を識別することを特徴とするデバイス。
【請求項１０】
　請求項９に記載のデバイスにおいて、
　前記１又はそれ以上の態様が、人間の胴部、人間の顔、人間の唇、映像表示デバイス、
音声表示デバイス、及び任意の潜在的な音響信号源から成る群から選択されることを特徴
とするデバイス。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳがさらに、前記１又はそれ以上の識別された態様に対応する方向を示す方向
パラメータを評価するための処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項１２】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが、前記デバイスの装着者の眼の位置を追跡するための視線追跡装置を有す
ることを特徴とするデバイス。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳがさらに、前記追跡された眼の位置に対応する方向を示す方向パラメータを
評価するための処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項１４】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　さらに、１又はそれ以上の音声スピーカを有する音声レンダリングアッセンブリと、前
記１又はそれ以上のスピーカのそれぞれを駆動するよう構成された音声信号発生器とを具
えることを特徴とするデバイス。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のデバイスにおいて、
　前記音声信号発生器が、前記第１の方向特定音声信号に基づいて１又はそれ以上の音声
信号を発生させるよう構成されていることを特徴とするデバイス。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のデバイスにおいて、
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　前記音声信号発生器が、２つのスピーカのそれぞれについて別々の音声信号を発生させ
るよう構成されており、
　前記別々の信号間の相対音量及び相対遅延が、前記第１の方向の音響信号の到来に基づ
いていることを特徴とするデバイス。
【請求項１７】
　請求項１４に記載のデバイスにおいて、
　前記音声信号発生器が、背景雑音抑制回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項１８】
　請求項１４に記載のデバイスにおいて、
　前記音声信号発生器が、特定の耳の周波数感度に基づいて音声信号に適応するよう構成
された耳の特定信号カスタム回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項１９】
　請求項１に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが、
　（１）前記デバイスと識別された態様との間の相対的方向の変化を追跡し、
　（２）前記ＤＡＳＧによって使用される前記少なくとも１の方向パラメータを更新して
、音声データの第１のストリームを発生させる、
よう構成されていることを特徴とするデバイス。
【請求項２０】
　請求項１９に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが、２又はそれ以上の識別された態様を追跡し、前記２又はそれ以上の識別
された態様のそれぞれについての別々の方向パラメータを発生させるよう構成されている
ことを特徴とするデバイス。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のデバイスにおいて、
　さらに、識別された態様のいずれについて方向特定音声信号が発生するのかを装着者が
選択し得るよう構成されたユーザインタフェース回路を具えることを特徴とするデバイス
。 
【請求項２２】
　請求項２１に記載のデバイスにおいて、
　前記インタフェース回路が、（１）機能的に関連するタッチスクリーン、及び（２）頭
部装着型光ディスプレイから成る群から選択されるディスプレイを有することを特徴とす
るデバイス。
【請求項２３】
　音声取得デバイスであって、
　互いにある距離を空けて位置する２又はそれ以上のマイクロフォンを具えるマイクロフ
ォンアレイであって、それぞれの前記マイクロフォンが、電気信号に音響信号を変換する
よう構成された、マイクロフォンアレイと、
　第１の到来方向を有する音響信号に対応する第１の方向特定音声信号に、１又はそれ以
上の前記マイクロフォンにより出力された電気信号を変換するよう構成された指向性音声
ストリーム発生器（ＤＡＳＧ）と、
　光センサ及び前記光センサにより取得した光情報を処理する光情報処理回路を具える光
学追跡システム（ＯＴＳ）であって、前記ＯＴＳが、（ａ）前記センサの視野内で音源の
少なくとも１の光学的に検出可能な態様を識別し、（ｂ）前記音源の相対的方向を推定し
、（ｃ）前記ＤＡＳＧによって使用される少なくとも１の方向パラメータを発生して、前
記第１の方向特定音声信号を発生するよう構成された、光学追跡システムと、
を具えることを特徴とする音声取得デバイス。
【請求項２４】
　請求項２３に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧが音響ビーム形成回路を有することを特徴とするデバイス。
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【請求項２５】
　請求項２４に記載のデバイスにおいて、
　前記音響ビーム形成回路がアナログであることを特徴とするデバイス。
【請求項２６】
　請求項２４に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧが少なくとも１のアナログデジタル変換器を有しており、前記音響ビーム
形成回路がデジタルであることを特徴とするデバイス。
【請求項２７】
　請求項２３に記載のデバイスにおいて、
　前記マイクロフォンの少なくともいくつかが指向性であり、前記ＤＡＳＧがマイクロフ
ォン選択回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項２８】
　請求項２７に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧが少なくとも１のアナログデジタル変換器及びデジタル信号組み合わせ回
路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項２９】
　請求項２８に記載のデバイスにおいて、
　前記デジタル電気信号組み合わせ回路がビーム形成機能を有することを特徴とするデバ
イス。
【請求項３０】
　請求項２９に記載のデバイスにおいて、
　前記電気信号組み合わせ回路が背景雑音除去処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項３１】
　請求項２３に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが少なくとも１の前方監視カメラを有しており、
　前記光処理回路が態様識別処理を有して、前記デバイスの正面に存在する物体又は人間
の１又はそれ以上の態様を識別することを特徴とするデバイス。
【請求項３２】
　請求項３１に記載のデバイスにおいて、
　前記１又はそれ以上の態様が、人間の胴部、人間の顔、人間の唇、映像表示デバイス、
音声表示デバイス、及び任意の潜在的な音響信号源から成る群から選択されることを特徴
とするデバイス。
【請求項３３】
　請求項３２に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳがさらに、前記１又はそれ以上の識別された態様に対応する方向を示す方向
パラメータを評価するための処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項３４】
　請求項２３に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが、前記デバイスの装着者の眼の位置を追跡するための視線追跡装置を有す
ることを特徴とするデバイス。
【請求項３５】
　請求項３４に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳがさらに、前記追跡された眼の位置に対応する方向を示す方向パラメータを
評価するための処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項３６】
　請求項２３に記載のデバイスにおいて、
　さらに、１又はそれ以上の音声スピーカを有する音声レンダリングアッセンブリと、前
記１又はそれ以上のスピーカのそれぞれを駆動するよう構成された音声信号発生器とを具
えることを特徴とするデバイス。
【請求項３７】
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　請求項３６に記載のデバイスにおいて、
　前記音声信号発生器が、前記第１の方向特定音声信号に基づいて１又はそれ以上の音声
信号を発生させるよう構成されていることを特徴とするデバイス。
【請求項３８】
　請求項３７に記載のデバイスにおいて、
　前記音声信号発生器が、２つのスピーカのそれぞれについて別々の音声信号を発生させ
るよう構成されており、
　前記別々の信号間の相対音量及び相対遅延が、前記第１の方向の音響信号の到来に基づ
いていることを特徴とするデバイス。
【請求項３９】
　請求項３６に記載のデバイスにおいて、
　前記音声信号発生器が、背景雑音抑制回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項４０】
　請求項２３に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが、
　（１）前記デバイスと識別された態様との間の相対的方向の変化を追跡し、
　（２）前記ＤＡＳＧによって使用される前記少なくとも１の方向パラメータを更新して
、音声データの第１のストリームを発生させる、
よう構成されていることを特徴とするデバイス。
【請求項４１】
　請求項４０に記載のデバイスにおいて、
　前記ＯＴＳが、２又はそれ以上の識別された態様を追跡し、前記２又はそれ以上の識別
された態様のそれぞれについての別々の方向パラメータを発生させるよう構成されている
ことを特徴とするデバイス。
【請求項４２】
　請求項４１に記載のデバイスにおいて、
　さらに、識別された態様のいずれについて方向特定音声信号が発生するのかをユーザが
選択し得るよう構成されたユーザインタフェース回路を具えることを特徴とするデバイス
。
【請求項４３】
　請求項４２に記載のデバイスにおいて、
　前記インタフェース回路が、（１）機能的に関連するタッチスクリーン、及び（２）頭
部装着型光ディスプレイから成る群から選択されるディスプレイを有することを特徴とす
るデバイス。
【請求項４４】
　音声取得デバイスであって、
　互いにある距離を空けて位置する２又はそれ以上のマイクロフォンを具えるマイクロフ
ォンアレイであって、それぞれの前記マイクロフォンが、電気信号に音響信号を変換する
よう構成された、マイクロフォンアレイと、
　第１の到来方向を有する音響信号に対応する第１の方向特定音声信号に、１又はそれ以
上の前記マイクロフォンにより出力された電気信号を変換するよう構成された指向性音声
ストリーム発生器（ＤＡＳＧ）と、
　（ａ）音源から反射した電磁エネルギを検出するよう構成されたセンサ及び（ｂ）検出
に応答して前記センサにより発生した信号を処理する信号処理回路を具える追跡システム
であって、前記追跡システムが、（ｉ）前記センサのカバー範囲内で音源の少なくとも１
の態様を識別し、（ｉｉ）前記音源の相対的方向を推定し、（ｉｉｉ）前記ＤＡＳＧによ
って使用される少なくとも１の方向パラメータを発生して、前記第１の方向特定音声信号
を発生するよう構成された、追跡システムと、
を具えることを特徴とする音声取得デバイス。
【請求項４５】
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　請求項４４に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧが音響ビーム形成回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項４６】
　請求項４４に記載のデバイスにおいて、
　前記マイクロフォンの少なくともいくつかが指向性であり、前記ＤＡＳＧがマイクロフ
ォン選択回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項４７】
　請求項４４に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧがデジタル信号組み合わせ回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項４８】
　請求項４７に記載のデバイスにおいて、
　前記デジタル電気信号組み合わせ回路がビーム形成機能を有することを特徴とするデバ
イス。
【請求項４９】
　請求項４８に記載のデバイスにおいて、
　前記電気信号組み合わせ回路が背景雑音除去処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項５０】
　請求項４４に記載のデバイスにおいて、
　前記センサが少なくとも１の前方監視受信部を有しており、
　前記処理回路が態様識別処理を有して、前記デバイスの正面に存在する物体又は人間の
１又はそれ以上の態様を識別することを特徴とするデバイス。
【請求項５１】
　請求項５０に記載のデバイスにおいて、
　前記１又はそれ以上の態様が、人間の胴部、及び人間の頭から成る群から選択されるこ
とを特徴とするデバイス。
【請求項５２】
　請求項４４に記載のデバイスにおいて、
　前記追跡システムが、
　（１）前記デバイスと識別された態様との間の相対的方向の変化を追跡し、
　（２）前記ＤＡＳＧによって使用される前記少なくとも１の方向パラメータを更新して
、音声データの第１のストリームを発生させる、
よう構成されていることを特徴とするデバイス。
【請求項５３】
　請求項４４に記載のデバイスにおいて、
　方向特定音声信号内の音声をテキストに変換するよう構成された音声テキスト変換エン
ジンを更に具えることを特徴とするデバイス。
【請求項５４】
　ネットワーク化した音声取得システムであって、
　互いにある距離を空けて位置する２又はそれ以上のマイクロフォンを具えるマイクロフ
ォンアレイであって、それぞれの前記マイクロフォンが、電気信号に音響信号を変換する
よう構成された、マイクロフォンアレイと、
　第１の到来方向を有する音響信号に対応する第１の方向特定音声信号に、１又はそれ以
上の前記マイクロフォンにより出力された電気信号を変換するよう構成された指向性音声
ストリーム発生器（ＤＡＳＧ）と、
　（ａ）音源から反射した電磁エネルギを検出するよう構成されたセンサ及び（ｂ）検出
に応答して前記センサにより発生した信号を処理する信号処理回路を具える追跡システム
であって、前記追跡システムが、（ｉ）前記センサのカバー範囲内で音源の少なくとも１
の態様を識別し、（ｉｉ）前記音源の相対的方向を推定し、（ｉｉｉ）前記ＤＡＳＧによ
って使用される少なくとも１の方向パラメータを発生して、前記第１の方向特定音声信号
を発生するよう構成された、追跡システムと、
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　前記第１の方向特定音声信号を外部のコンピューティングデバイスに送信するよう構成
されたワイヤレスネットワーク回路と、
を具えることを特徴とするネットワーク化した音声取得システム。
【請求項５５】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧが音響ビーム形成回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項５６】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記マイクロフォンの少なくともいくつかが指向性であり、前記ＤＡＳＧがマイクロフ
ォン選択回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項５７】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記ＤＡＳＧがデジタル信号組み合わせ回路を有することを特徴とするデバイス。
【請求項５８】
　請求項５７に記載のデバイスにおいて、
　前記デジタル電気信号組み合わせ回路がビーム形成機能を有することを特徴とするデバ
イス。
【請求項５９】
　請求項５８に記載のデバイスにおいて、
　前記電気信号組み合わせ回路が背景雑音除去処理を有することを特徴とするデバイス。
【請求項６０】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記センサが少なくとも１の前方監視レシーバを有しており、
　前記処理回路が態様識別処理を有して、前記デバイスの正面に存在する物体又は人間の
１又はそれ以上の態様を識別することを特徴とするデバイス。
【請求項６１】
　請求項６０に記載のデバイスにおいて、 
　前記１又はそれ以上の態様が、人間の胴部、及び人間の頭から成る群から選択されるこ
とを特徴とするデバイス。
【請求項６２】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、
　前記追跡システムが、
　（１）前記デバイスと識別された態様との間の相対的方向の変化を追跡し、
　（２）前記ＤＡＳＧによって使用される前記少なくとも１の方向パラメータを更新して
、音声データの第１のストリームを発生させる、
よう構成されていることを特徴とするデバイス。
【請求項６３】
　請求項５４に記載のデバイスにおいて、方向特定音声信号内の音声をテキストに変換す
るよう構成された音声テキスト変換エンジンを更に具えることを特徴とするデバイス。
【請求項６４】
　方向特定音声信号を発生する方法であって、
　音源から反射した電磁エネルギを検出するステップと、
　前記音源の相対的方向を推定するステップと、
　互いにある距離を空けて位置する２又はそれ以上のマイクロフォンにおいて、音響信号
を電気信号に変換するステップと、
　変換された音響信号から方向特定音声信号を発生するのに用いられる少なくとも１の方
向パラメータを発生するステップと、
を具えることを特徴とする方法。
【請求項６５】
　請求項６４に記載の方法において、
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　方向特定音声信号を発生するステップが、音響的にビーム形成するステップを有するこ
とを特徴とする方法。
【請求項６６】
　請求項６４に記載の方法において、
　方向特定音声信号を発生するステップが、指向性マイクロフォンのセットのなかから１
又はそれ以上を選択するステップを有することを特徴とする方法。
【請求項６７】
　請求項６４に記載の方法において、
　方向特定音声信号内に存在する音声信号について音声テキスト変換を行うステップを更
に具えることを特徴とする方法。
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